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～ 市議会議員の活動をご存じでしょうか ～
「議会で何をしているのか」「議会が行われていない
ときは何をしているのか」など、今回は中央市議会
や定例会中の議員の主な活動内容を特集します。

他にもこんな
　　　活動をしています！
他にもこんな
　　　活動をしています！

●先進事例調査
●法令などの調査研究
●各種委員会等による施策の審議
●市との協議
●地元住民からの相談・要望・意見交換
　・市役所への相談
●地域イベントへの参加　など

本市議会では、3つの常任委員会を設置
しており、議員はいずれか一つの常任
委員会に所属しています。
・総務教育常任委員会（6名）
・厚生常任委員会（6名）
・産業土木常任委員会（6名）

また、3月は当初予算について、9月
には決算について審議しています。

皆さんの生活に関わる事案を審議することも
多く、白熱した議論を見ることができます。
議場で行われる本会議は誰でも傍聴すること
ができますので、ぜひ議場の臨場感を味わっ
てみませんか。

議員によって届けられた市民の声は、
住みよいまちづくりにいかされて
いくのです。

１. 定例会開会１. 定例会開会

市議会の招集は、市長が行います。

ここで市長から提出された様々

な議案等は、さらに詳しく審査

するため、各常任委員会へ付託

します。

2. 常任委員会2. 常任委員会
付託された議案等は、内容が多岐にわたるため、部門ごとに振り分けます。常任委員会では、議案に係る担当課から詳しい説明を受け、より合理的に審査します。

4. 定例会閉会4. 定例会閉会

各常任委員会での審査結果を報

告し、これに対する質疑・討論

を改めて行います。その後、各

議案の議決をはかり、出席議員

の多数決により、議会としての

最終的な意思を決定します。

傍聴できます。

3. 一般質問3. 一般質問

定例会中に行われる一般質問。

これは、議員が市政全般に関す

る事柄に対して市へ見解を求め、

疑問を質すものです。これによ

り事務事業の進捗状況などが明

らかになるほか、新たな施策の

提案にもつながります。
傍聴できます。

ただ

市議会議員の活動とは？市議会議員の活動とは？

傍聴できます。

１. 定例会開会１. 定例会開会１. 定例会開会１. 定例会開会１. 定例会開会１. 定例会開会１. 定例会開会１. 定例会開会１. 定例会開会１. 定例会開会

市議会の招集は、市長が行います。

ここで市長から提出された様々

な議案等は、さらに詳しく審査

するため、各常任委員会へ付託

します。 傍聴できます。

中央市議会では、毎年3月・6月・
9月・12月の年4回、定例会が
開催され、 必要に応じて臨時
会も開催されます。
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　第4回定例会が、12月3日から12月17日までの15日間の会期で開催され、市長から専決処分

１件、条例案件4件、補正予算15件、その他の案件5件、また、請願1件、意見書1件が提案され、

審議しました。
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●民生費

●総務費 衆議院議員選挙費 1,766万円
庁舎維持管理事業 121万円
（本館1階市民部エリアのレイアウト変更）
行政事務電算化管理事業 154万円
（市民部エリアのレイアウトの変更に伴う配線移設業務）

中央市高校生世代物価高騰応援給付金事業 1,115万円 
（物価高騰の影響を受ける高校生世代のいる世帯の負担軽減） 
公立保育園完全給食事業　 166万円
（3歳以上児に主食を提供するための事業費等） 
保育園施設整備事業 1,980万円
（田富第二・田富第三統合保育園西側駐車場整備事業） 

に

田富第二・田富第三統合保育園整備事業（イメージ図）

収益的収入および支出 資本的収入および支出

企業会計補正予算

公共下水道
事 業 会 計
（第２号、第３号）

農業集落排水
事 業 会 計
（第３号、第４号）

簡 易 水 道
事 業 会 計
（第２号）

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

―

―

129万円

129万円

―

―

2億2,316万円

1億9,555万円

8億1,591万円

8億1,591万円

2億8,525万円

2億8,525万円

総　額

1億1,000万円

2億4,114万円

8億75万円

9億2,561万円

3億9,636万円

4億2,963万円

総　額補正額

―

100万円

131万円

131万円

124万円

124万円

補正額

１２ 月 定 例 会 で 決 ま っ た こ と

国民健康保険特別会計（第 3 号、第 4 号）

後期高齢者医療特別会計（第 2 号、第 3 号）

介護保険特別会計（第 2 号、第 3 号）

地域包括支援センター特別会計（第 2 号）

田富よし原処理センター事業特別会計（第 2 号）

5,281万円

2,372万円

1億4,225万円

78万円

8,658万円

31億9,366万円

5億2,584万円

24億1,202万円

1,286万円

1億6,232万円

会  　計　  名

会　計　名

補　正　額 総　　　額

特別会計補正予算

●土木費

●教育費

木造住宅耐震シェルター設置事業補助金　 72万円 
（補助対象に防災ベッドを追加） 
道路橋梁維持事業 175万円

学校給食センター運営事業 111万円
（調理器具や受電設備等の維持、点検業務等） 
田富北体育館管理事業 1,031万円
（田富小学校体育館改修工事に伴う代替施設として
　使用するための修繕工事等） 

●農林水産業費 土地改良施設等基盤整備事業 1,575万円
（活性化農道整備事業分） 
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●情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の
　簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の
　施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件　
（施行日：情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並び
に行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改
正する法律（令和６年法律第４６号）附則第１条第２号に掲げる規定の施行の日）
 　　

【主な内容】 改正法による番号法の一部改正により同法に条項ずれが生じたことに伴い、次の
 条例において引用条項を改める必要があるため、関係条例の整理を行うもの。
 ・中央市税条例の一部改正
 ・中央市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
   法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
 ・中央市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正

●中央市職員給与条例中改正の件
●中央市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例中改正の件
●中央市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例中改正の件

 　　
【主な内容】 人事院勧告及び山梨県人事委員会の給与に関する勧告等に鑑み、職員の給与月額、
 初任給調整手当、期末手当及び勤勉手当の支給率を改正するもの。
 また、職員の給与改定等に照らし合わせ、常勤の特別職（市長、副市長、教育長）
 や議会議員の期末手当の支給率を改正するもの。

 一例：一般職員の期末手当・勤勉手当の改定
   　　 年間 0.1 月分引き上げ

●行政手続のオンライン化にあたり、公的基礎情報の活用や利用促進
　のため、マイナンバー及びマイナンバーカードに関係する条例を
　整理します。

●職員や議員の期末手当等の支給率が変わりました。

主な条例案件

１２ 月 定 例 会 で 決 ま っ た こ と

中央市議会だより 6



定　例　会　・　臨　時　会6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

その他案件

請願審査

１２ 月 定 例 会 で 決 ま っ た こ と

●指定管理者の指定の件
　対象の施設： 中央市シルク工芸館ふれあい館
 中央市豊富シルクの里公園
 中央市豊富郷土資料館
 中央市与一弓道場
　団体の名称： 甲府市高畑一丁目２番５号
 株式会社えべし
　指定の期間： 令和７年４月１日 から 令和１２年３月３１日 まで

●シルク工芸館ふれあい館等の指定管理者が更新されます。

・請 願 者 中央市ＰＴＡ連絡協議会 会長　天野　友洋
 中央市公立小中学校長会 会長　藥袋　　貴
 中央市公立小中学校教頭会 会長　永関　幸玄
 山梨県教職員組合中巨摩支部 執行委員長　中込　太樹
・紹介議員　笹本　昇
・要　　旨　1．教職員の負担軽減をはかる観点から、国として具体的業務削減策を示すこと。
 　⑴ 部活動の地域移行をさらにすすめること。

　⑵ 「カリキュラム・オーバーロード」の実態にあることから、学習指導要領の内容
の精選やそれに伴う標準授業時数の削減等を行うこと。

2．教職員定数改善を実施すること。
3．自治体でのとりくみが確実にすすむよう、人の配置・確保も含め、推進のための
 　 必要な財源確保等を行うこと。
4．教職員のいのちと健康が守られる法制度の整備をはかること。
5．今後、勤務実態調査を行った上で、その結果に基づき必要な措置を講ずること。

　請願審査の結果が採択となったことにより、上記の請願に対し、市議会から国へ意見書を
提出しました。

・提出議員 中沢　美恵
・賛成議員 笹本　　昇　　小池　章治
・提 出 先 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

●請願第３号 「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の
　働き方改革、長時間労働是正を求める意見書採択の請願について

シルク工芸館ふれあい館

せいせん

中央市議会だより7



定例会審議結果 ○賛成　×反対　（井口　貢 議長を除く）

種別 案　件　名

副 

議

長

フ ォ ー ラ ム
中 央

至誠会

日
本
共
産
党

無

所

属
結 　

果田
中
輝
美

田
中
一
臣

福
田
清
美

小
池
章
治

金
丸
俊
明

斉
藤
雅
浩

山
本
六
男

笹
本
　
昇

中
沢
美
恵

志
村
　
勇

有
泉
　
誠

内
藤
　
巧

山
村
　
一

江
間
政
雄

新
海
一
芳

木
下
友
貴

薬
袋
　
正

　第4回定例会
専決
処分

専決処分の承認を求める件
（一般会計補正予算（第4号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

条例

案件

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係
者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効
率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一
部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例制定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決職員給与条例中改正の件

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例中改正の件

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例中
改正の件

補正

予算

一般会計補正予算（第5号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一般会計補正予算（第6号）

国民健康保険特別会計補正予算(第3号)

国民健康保険特別会計補正予算(第4号)

後期高齢者医療特別会計補正予算(第2号)

後期高齢者医療特別会計補正予算(第3号)

介護保険特別会計補正予算(第2号)

介護保険特別会計補正予算(第3号)

地域包括支援センター特別会計補正予算（第2号）

田富よし原処理センター事業特別会計補正予算
（第2号）

簡易水道事業会計補正予算（第2号）

公共下水道事業会計補正予算（第2号）

公共下水道事業会計補正予算（第3号）

農業集落排水事業会計補正予算（第3号）

農業集落排水事業会計補正予算（第4号）

その他

市道路線認定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線変更の件

指定管理者の指定の件

山梨県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変
更及び山梨県市町村総合事務組合規約の変更の件

山梨県市町村総合事務組合の共同処理する事務の
変更に伴う財産処分の件

請願
「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の
働き方改革、長時間労働是正を求める意見書採択の
請願について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

意見書
「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の
働き方改革、長時間労働是正を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

中央市議会だより 8



　
第
９
回
中
央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　　
11
月
３
日
に
開
催
し
た「
第
９
回
中

央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」は
、前
日
ま

で
の
大
雨
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、当
日
は
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
た
ま
り

も
解
消
し
、秋
空
の
下「
子
ど
も
が
楽

し
む
子
ど
も
が
集
ま
る
祭
り
」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、市
民
参
加
の
お
祭
り
と
し

て「
子
ど
も
み
こ
し
・
仮
装
パ
レ
ー
ド
」

を
は
じ
め
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
ど

お
り
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
前
日
の
雨
の
影
響
で
、
駐
車
場
が

使
用
で
き
な
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
内
外
か
ら
約
３
万
人
の
皆
さ

ま
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
大
盛
況
の
う
ち

に
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
第
10
回
の

来
年
度
は
、工
夫
を
凝

ら
し
、
皆
さ
ま
に
と
っ

て
よ
り
思
い
出
深
い
祭

り
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　N
ordisk M

ountain T
rail 

in Y
A

M
A

N
A

S
H

I C
H

U
O

（
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

マ
ウ
ン
テ
ン 

ト
レ

イ
ル 

イ
ン 

ヤ
マ
ナ
シ 

チ
ュ
ウ
オ
ウ
）

　　
本
年
５
月
に
㈱
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク
ジ
ャ
パ

ン
様
及
び
㈱
山
梨
中
央
銀
行
様
と
、

「
ア
ウ
ト
ド
ア
を
基
軸
と
し
た
地
域
活

性
化
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結

し
た
取
り
組
み
の
第
１
弾
と
し
て
、
11

月
23
日
、
本
市
の
た
い
ら
山
を
舞
台
に

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
大
会
を
開
催

し
、距
離
が
約
25
㎞
の
ロン
グ
コ
ー
ス
と
、

約
12
㎞
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
、及
び
約
６

㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
全
３
コ
ー
ス
で
、県

内
外
か
ら
約
４
０
０
名
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
日
は
、YSKe-com

シ
ル

ク
パ
ー
ク
を
会
場
に
、ア
ウ
ト
ド
ア 

イ
ベ

ン
ト
「H

ygge in Y
A

M
A

N
A

SH
I 

CHUO

（
ヒュッ
ゲ 

イ
ン  

ヤ
マ
ナ
シ 

チ

ュウ
オ
ウ
）」
も
同
時
開
催
さ
れ
、
ア
ウ

ト
ド
ア
用
品
の
販
売
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
多
彩
な
ブ
ー
ス
が
出
店
さ
れ
、
ゲ

ス
ト
に
お
笑
い
コ
ン
ビ 

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

で
、キ
ャ
ン
プ
芸
人
と
し
て
も
活
躍
す

る
徳
井
義
実
さ
ん
を
お
迎
え
し
、ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
た
ほ
か
、シ
ル
ク

ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
で
は
宿
泊
イ
ベ
ン
ト
も

併
せ
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベン
ト
を
通

じ
、本
市
の
た
い
ら
山
か
ら
の
眺
望
や

里
山
の
風
景
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、首
都
圏
か
ら
も
近
い
と
い
う

交
通
の
利
便
性
の
良
さ
や
、シ
ル
ク
ふ

れ
ん
ど
り
ぃ
な
ど
、県
内
外
に
本
市
の

魅
力
を
存
分
に
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　　
災
害
時
に
お
け
る
協
定

　　
10
月
31
日
に
、㈱
オ
ス
カ
ー
様
と「
災

害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。中
央

市
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
、ま
た
は

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、オ
ス

カ
ー
様
か
ら
災
害
救
援
活
動
に
従
事

す
る
方
の
衣
服
類
の
ク
リ
ー
ニン
グ
、使

用
済
み
防
災
備
蓄
用
毛
布
の
衛
生
処

理
と
ア
ル
ミ
蒸
着
シ
ー
ト
に
よ
る
真
空

加
工
保
存
処
理
、ま
た
、物
資
の
支
援

協
力
と
し
て
、
ペッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
飲

用
保
存
水
の
提
供
な
ど
、円
滑
な
災

害
救
護
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
７
日
に
は
、
災
害
発
生
時
に

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
活
用
し
た
復
旧

や
復
興
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
、一

般
社
団
法
人
日
本
Ｒ
Ｖ
協
会
様
と
、

県
内
で
初
と
な
る
「
災
害
時
に
お
け

る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
提
供
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。中

央
市
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
、ま
た

は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、日

本
Ｒ
Ｖ
協
会
様
か
ら
、キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
等
を
優
先
的
に
提
供
い
た
だ
き
、災

害
発
生
時
に
お
け
る
効
率
的
な
救
援

活
動
の
確
保
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
本
年
度
、
地
域
防
災
計
画

の
改
定
作
業
や
防
災
行
政
無
線
の
改

修
事
業
等
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
協
定

に
よ
り
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
と
、

災
害
対
策
の
よ
り
一
層
の
強
化
が
図

れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・

安
心
を
最
優
先
に
、
各
種
防
災
対
策

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

第9回中央市ふるさとまつり

と
く
い 

よ
し
み

定例会

市
長
の

　行
政
報
告

12
定例会
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市の考えを問う

一般質問

新
海
　
一
芳 

議
員

有
害
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て
青
少
年
が
加
害
者
、

被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の
方
策
は

青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
�

ネ
�
ト
を
利
用
で
き
る
た
め
の
施
策
を
検

討
し
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

問
：
有
害
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
闇
バ
イ
ト
、
マ
ッ

チ
ン
グ
ア
プ
リ
等
）
に
お
い
て
青
少

年
が
加
害
者
、
被
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
の
方
策
は
。

答
：
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

適
切
に
活
用
す
る
能
力
の
習
得
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
、「
青
少
年

が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
」
が
平
成
21
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で
は
保
護

者
の
義
務
や
責
任
、
学
校
等
関
係
機

関
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
対
策
等

の
適
正
な
環
境
提
供
の
責
務
、
さ
ら

に
は
、
必
要
に
応
じ
た
サ
ー
バ
ー
管

理
者
の
情
報
提
供
や
協
力
体
制
等
を

規
定
し
て
い
る
。
市
教
育
委
員
会
で

は
、「
第
２
次
中
央
市
教
育
振
興
基
本

計
画
」
に
お
い
て
、
基
本
目
標
「
次

代
を
切
り
拓
く
力
を
養
う
教
育
の
実

現
」
の
中
で
、
そ
の
施
策
の
一
つ
と

し
て
「
情
報
活
用
能
力
の
育
成
」
を

掲
げ
、
子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
顔
の
知
ら
な
い
人
と
出
会

い
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス

が
後
を
絶
た
な
い
た
め
、
保
護
者
へ

の
情
報
提
供
と
、
子
ど
も
へ
の
危
険
性

を
教
え
る
教
育
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

し
か
し
、
有
害
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
年
々
そ
の

手
口
が
巧
妙
化
し
、
そ
の
ト
ラ
ブ
ル

内
容
も
深
刻
な
状
況
で
、
学
校
及
び

保
護
者
等
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
と
協

議
す
る
中
で
、
青
少
年
が
安
全
に
安

心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
た
め
の
施
策
を
検
討
し
、
適
切

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
江
間
政
雄
　
議
員

　
有
泉
　
誠
　
議
員

金
丸
　
俊
明 

議
員

治
水
対
策
に
つ
い
て

し
�
か
り
と
し
た
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る

問
：
神
明
川
改
修
の
是
非
に
つ
い

て
、
流
域
の
開
発
状
況
、
保
守
基
地
、

ロ
ジ
パ
�
ク
の
雨
水
量
な
ど
を
追
加

し
た
、
本
市
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
。

答
：
過
去
に
台
風
接
近
に
伴
う
豪
雨

に
よ
り
越
水
の
危
機
が
切
迫
し
た
経

緯
も
あ
り
、
神
明
川
の
治
水
対
策
は

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
神
明
川
に
流

出
さ
れ
る
雨
水
量
に
つ
い
て
は
、
市

独
自
で
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

本
市
の
開
発
行
為
技
術
基
準
に
お
い

て
、
開
発
区
域
内
の
雨
水
等
の
排
出

施
設
の
設
計
に
際
し
て
、「
開
発
行
為

の
計
画
並
び
に
周
辺
地
域
の
状
況
を

勘
案
の
上
、
降
水
量
等
か
ら
想
定
さ

れ
る
雨
水
及
び
汚
水
を
有
効
に
排
出

で
き
る
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と
」、「
放

流
先
の
排
水
能
力
に
よ
り
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
開
発

行
為
区
域
内
に
お
い
て
一
時
雨
水
を

貯
蔵
す
る
調
整
池
等
の
施
設
を
設
け

る
こ
と
」
な
ど
の
基
準
に
よ
り
設
計

し
、
開
発
に
伴
う
雨
水
排
水
等
に
つ

い
て
は
、
適
切
に
指
導
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
に
操
業
開
始
し
た
山

梨
中
央
ロ
ジ
パ
ー
ク
で
も
、
施
設
内

に
調
整
池
を
設
置
し
、
降
雨
に
よ
る

周
辺
河
川
・
水
路
へ
の
放
水
が
緩
や

か
に
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
JR
東
海
が
成
島
地
内
に
整
備

を
予
定
し
て
い
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
保
守
基
地
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
に
お
い
て
施
設
の
具
体
的
な
整
備

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
事
業

の
進
捗
に
あ
た
り
事
業
者
と
は
綿
密

な
協
議
を
重
ね
、
万
全
の
対
策
を
講

じ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
中
沢
美
恵
　
議
員
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中
沢
　
美
恵 

議
員

木
下
　
友
貴 

議
員

公
園
内
の
清
掃
は

改
正
地
方
自
治
法
に
つ
い
て
の

見
解
は

年
間
契
約
に
よ
り
ト
イ
レ
清
掃
や
園
内
の

ご
み
・
動
物
の
フ
ン
の
処
理
等
の
清
掃
を

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

国
と
連
携
し
て
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
等
を

保
護
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

問
：
公
園
内
の
清
掃
は
。

答
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
業
者

と
の
年
間
契
約
に
よ
り
ト
イ
レ
清
掃
や

園
内
の
ご
み
・
動
物
の
フ
ン
の
処
理
等

の
清
掃
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

問
：
公
園
の
遊
具
の
種
類
や
数
は
ど

う
決
ま
る
か
。

答
：
公
園
の
広
さ
や
規
模
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
ユ
ー
ザ
ー
と
す
る
年
齢
層
や
目
的
、

セ
ー
フ
テ
ィ
エ
リ
ア
（
安
全
領
域
）
の

確
保
、
不
審
者
対
策
や
子
ど
も
の
監
視

を
考
慮
し
、
保
護
者
の
目
を
遮
ら
な
い

休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
幅
広

い
視
点
か
ら
の
検
討
や
専
門
的
な
知
見

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
遊
具
専
門
業
者

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
決
め
て
い
る
。

問
：
田
富
水
辺
の
楽がっ
こ
う校

に
つ
い
て
。

答
：
国
土
交
通
省
が
文
部
科
学
省
、環

境
省
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、身
近
な
水
辺
を
フ
ィ
ー

問
：
改
正
地
方
自
治
法
に
つ
い
て
。

答
：
市
と
し
て
は
、
市
民
の
安
全
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
等
が
発
生
し

た
時
に
、
国
と
地
方
が
連
携
し
て
的
確

か
つ
迅
速
に
対
応
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
生
命
等
を
保
護
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
国
に
お
い
て
は
、
法

の
目
的
や
附
帯
決
議
を
踏
ま
え
、
地
方

と
十
分
な
協
議
、
調
整
を
行
っ
た
上
で
、

適
切
に
運
用
す
る
も
の
と
認
識
す
る
。

問
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環

の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
新
法
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
新
法
の
施
行
に
よ

り
、
市
で
は
分
別
基
準
の
策
定
や
収
集

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
収
集
方
法
な
ど
の

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
や
、
分
別
収
集

に
伴
う
経
費
が
見
込
ま
れ
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
新
た
な
分
別
に
よ
る
費
用
負

担
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
す

ぐ
に
対
応
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
今
後
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

問
：
市
民
や
事
業
者
に
対
し
、
資
源
循

環
へ
の
参
画
を
求
め
る
た
め
の
啓
発
活

動
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
：
本
市
で
は
従
来
か
ら
環
境
衛
生
委

員
や
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
員
な
ど
が
各
自

治
会
等
に
お
り
、
先
月
実
施
し
た
「
市

環
境
美
化
運
動
」
に
も
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
内

の
小
学
校
で
は
、
毎
年
「
ご
み
や
食
品

ロ
ス
な
ど
の
環
境
に
関
す
る
学
習
」
を

実
施
し
、
今
後
も
継
続
し
て
一
般
市
民

や
事
業
者
等
に
呼
び
掛
け
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
４
Ｒ

の
推
進
な
ど
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み

を
お
願
い
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
志
村
　
勇
　
議
員

　
有
泉
　
誠
　
議
員

一　般　質　問

ル
ド
に
、子
ど
も
た
ち
が
川
に
親
し

む
自
然
体
験
活
動
や
野
鳥
の
観
察
、

水
生
生
物
の
観
察
な
ど
を
推
進
す
る

も
の
で
、平
成
10
年
度
に
「
田
富
町

自
然
体
験
ク
ラ
ブ
」
が
、富
士
川
流

域
の
水
辺
に
お
け
る
河
川
環
境
学
習

や
自
然
観
察
会
を
推
進
す
る
目
的
で

国
土
交
通
省
か
ら
登
録
さ
れ
た
が
、

当
時
の
登
録
団
体
で
あ
る
同
ク
ラ
ブ

が
活
動
停
止
し
て
い
る
た
め
、本
市

教
育
委
員
会
が
管
理
を
行
い
、当
時

の
「
田
富
町
自
然
体
験
ク
ラ
ブ
」
と

同
様
な
活
動
を
中
央
市
内
で
行
っ
て

い
る
「
ま
ち
づ
く
り
時
習
塾
」
に
よ

り
、田
富
地
区
内
の
小
学
生
を
対
象

に
し
た
河
川
環
境
で
の
自
然
観
察
会

等
を
年
４
回
程
度
行
っ
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
有
泉
　
誠
　
議
員

　
田
中
輝
美
　
議
員
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委員会レポート

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

交
通
災
害
共
済
事
業
を
廃
止
す
る
理
由
は

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
5
号
︶

︿
総
務
部 

管
財
課
﹀

問
：
総
合
防
災
公
園
の
手
押
し
ポ
ン
プ

の
修
繕
と
は
。 

答
：
手
押
し
ポ
ン
プ
の
足
元
部
分
の
芝

生
が
え
ぐ
れ
陥
没
し
て
い
る
状
況
で
、

危
険
な
た
め
修
繕
す
る
。

問
：
ス
ケ
�
ト
ボ
�
ド
等
に
よ
り
ベ
ン

チ
な
ど
に
傷
が
付
い
て
い
る
が
、
対
応

策
は
。 

答
：
市
民
の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

あ
り
、
注
意
看
板
等
の
設
置
や
現
地
確

認
を
し
て
直
接
話
も
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
�
ル
で
の

巡
回
や
警
察
に
も
パ
ト
ロ
�
ル
を
依
頼

し
て
い
る
。

︿
市
民
部 

税
務
課
﹀

問
：
確
定
申
告
時
に
臨
時
の
職
員
が
見

つ
か
ら
な
い
中
で
民
間
を
活
用
し
て
い

く
と
は
、
人
材
派
遣
会
社
に
委
託
し
て

派
遣
し
て
も
ら
う
の
か
。

答
：
そ
の
と
お
り
。

問
：
個
人
情
報
等
の
取
扱
い
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答
：
雇
用
条
件
と
し
て
、
個
人
情
報
の

取
扱
い
な
ど
に
適
切
な
保
護
措
置
の
体

制
が
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
�
マ
�

ク
を
所
持
し
て
い
る
企
業
か
ら
雇
用
す

る
。
ま
た
、
派
遣
で
来
て
い
た
だ
く
方

に
も
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の

誓
約
を
取
り
交
わ
し
て
い
た
だ
く
。

問
：
派
遣
予
定
の
４
名
は
ど
の
よ
う
な

業
務
を
行
う
の
か
。 

答
：
源
泉
徴
収
票
の
内
容
確
認
や
整
理

を
し
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
確
定
申
告

期
間
中
は
受
付
業
務
を
行
う
。
た
だ

し
、
デ
�
タ
を
更
新
す
る
よ
う
な
業
務

は
依
頼
を
し
な
い
。

問
：
派
遣
の
契
約
期
間
は
。 

答
：
４
名
は
１
月
６
日
か
ら
３
月
末
ま

で
を
雇
用
す
る
予
定
。
ま
た
、
２
月
３

日
か
ら
３
月
28
日
ま
で
は
も
う
１
名
を

追
加
雇
用
す
る
予
定
。

︿
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課
﹀

問
：
玉
穂
中
学
校
の
消
防
用
設
備
の
修

繕
と
は
何
か
。 

答
：
点
検
時
、
３
か
所
あ
る
避
難
口
の

誘
導
灯
の
電
源
を
落
と
す
と
切
れ
て
し

ま
い
、
そ
の
後
も
点
灯
し
な
い
こ
と
か

ら
修
理
を
行
う
。

︿
教
育
委
員
会 

生
涯
教
育
課
﹀

問
：
外
国
籍
児
童
生
徒
第
三
の
居
場
所

事
業
に
係
る
工
事
請
負
費
で
33
万
円
の

増
額
と
は
、
ど
の
よ
う
な
工
事
か
。 

答
：
移
転
先
予
定
の
旧
ひ
ま
わ
り
児
童

館
の
警
備
関
係
の
配
線
を
取
り
直
し
、

改
修
す
る
工
事
と
な
る
。

問
：
現
在
、
田
富
総
合
会
館
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
完
成
す
る
ま
で
同
じ

場
所
で
行
う
の
か
。 

答
：
工
期
が
６
か
月
程
度
か
か
る
と
思

う
の
で
今
の
場
所
を
借
り
る
か
、
他
の

場
所
へ
移
る
か
検
討
し
て
い
く
。
令
和

７
年
の
夏
に
は
、
新
施
設
で
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

◎
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

　
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び

　
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

　
約
の
変
更
の
件

︿
総
務
部 

総
務
課
﹀

問
：
交
通
災
害
共
済
事
業
の
中
央
市
全

体
の
加
入
率
は
、
ど
の
程
度
か
。 

答
：
令
和
３
年
度
で
20
・
９
％
、

６
�４
４
３
人
で
あ
っ
た
。

問
：
交
通
災
害
共
済
事
業
を
廃
止
す

る
理
由
は
。 

答
：
加
入
率
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
加
入
時
に
振
込
手

数
料
が
１
件
に
つ
き
３
０
０
円
と
な

り
、
全
て
市
町
村
が
負
担
し
て
い
る
。

県
と
長
く
議
論
を
し
て
き
た
が
、
令
和

７
年
度
に
加
入
募
集
を
終
了
し
、
令
和

９
年
度
末
で
事
業
を
廃
止
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

問
：
他
の
市
区
町
村
の
意
見
や
議
論
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。 

答
：
21
自
治
体
の
う
ち
、
中
央
市
を
含

む
２
自
治
体
が
継
続
を
希
望
し
て
い
た

が
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
銀
行
の
振

込
手
数
料
が
か
か
る
こ
と
に
加
え
、

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
移
行
に
伴
い
納
付

書
を
印
字
す
る
費
用
も
か
か
る
こ
と
か

ら
、
最
終
的
に
事
業
廃
止
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
。

問
：
廃
止
さ
れ
る
場
合
、
市
民
へ
は
ど

の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。 

答
：
構
成
す
る
市
町
村
と
同
様
に
丁
寧

な
説
明
を
し
て
い
く
。

問
：
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
に
代
わ

る
制
度
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

答
：
民
間
の
保
険
も
充
実
し
て
い
る
の

で
紹
介
し
て
い
く
。
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厚
生
常
任
委
員
会

　

市
内
保
育
園
の
主
食
提
供
に
つ
い
て

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
5
号
︶

︿
福
祉
部 

長
寿
推
進
課
﹀

問
：
認
知
症
グ
ル
�
プ
ホ
�
ム
を
整
備

す
る
事
業
者
を
公
募
し
た
プ
ロ
ポ
�
ザ

ル
に
つ
い
て
、
詳
細
は
。 

答
：
２
事
業
者
か
ら
公
募
が
あ
っ
た
。

８
月
に
プ
ロ
ポ
�
ザ
ル
を
行
い
１
事
業

者
を
決
定
し
た
。

︿
こ
ど
も
健
康
部 

子
育
て
支
援
課
﹀

問
：
各
保
育
園
の
給
食
に
主
食
の
ご
飯

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
給

食
費
は
現
在
よ
り
も
高
く
な
る
の
か
。

答
：
実
費
徴
収
と
な
る
の
で
、
お
米
の

調
達
費
用
は
保
護
者
に
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
る
。
既
に
県
内
で
も
実

施
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
り
、
負
担
額

に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
お
米
の
仕

入
れ
と
提
供
等
を
分
析
し
、
負
担
額
を

決
め
て
い
く
。

問
：
お
米
の
確
保
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答
：
現
在
は
０
歳
か
ら
２
歳
児
に
お
米

も
含
め
た
給
食
を
提
供
し
て
お
り
、

た
・
か
ら
や
道
の
駅
と
よ
と
み
な
ど
か

ら
調
達
し
、
提
供
し
て
い
る
。
今
回

の
事
業
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
仕
入

れ
先
か
ら
調
達
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。

問
：
田
富
第
二
・
田
富
第
三
統
合
保
育

園
西
側
駐
車
場
（
※
）
の
用
地
面
積
は
。

ま
た
、そ
の
土
地
価
格
の
算
定
根
拠
は
。 

答
：
２
名
の
地
権
者
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。
登
記
簿

上
、
一
筆
は
農
地
、
も
う
一
筆
は
宅

地
で
合
計
１
�３
６
３
㎡
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
土
地
価
格
は
土
地
鑑
定
士

の
鑑
定
評
価
書
に
基
づ
き
予
算
化
し
て

い
る
。

※
旧
田
富
第
二
保
育
園
の
隣
接
地

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　︵
第
3
号
︶

︿
市
民
部 

保
険
課
﹀

問
：
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
�

カ
�
ド
と
の
一
体
化
の
処
理
の
た
め
に

時
間
外
手
当
を
補
正
す
る
説
明
で
あ
っ

た
が
、
何
人
の
職
員
に
対
応
し
て
の
時

間
外
手
当
か
。 

答
：
国
民
健
康
保
険
担
当
の
職
員
３
名

分
と
な
る
。

問
：
マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
と
保
険

証
の
一
体
化
を
行
な
っ
て
い
る
人
の

割
合
は
。 

答
：
中
央
市
で
は
９
月
現
在
で
61
・
83

％
と
な
っ
て
い
る
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　︵
第
2
号
︶

︿
福
祉
部 

長
寿
推
進
課
﹀

問
：
令
和
５
年
度
決
算
の
認
定
に
伴
い

補
正
す
る
繰
越
金
は
、
介
護
保
険
サ
�

ビ
ス
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
る
う
え

で
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。 

答
：
繰
越
金
が
多
い
の
は
、
保
険
料
の

収
入
に
対
し
て
利
用
さ
れ
た
サ
�
ビ
ス

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
差
額
を
繰

越
し
て
い
る
。
介
護
サ
�
ビ
ス
は
地

域
密
着
型
サ
�
ビ
ス
の
よ
う
に
、
市
民

で
な
い
と
使
え
な
い
サ
�
ビ
ス
も
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
は
希
望
す
る
サ
�
ビ
ス

は
使
え
る
の
で
、
提
供
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
窓
口
に
お
い
て

も
サ
�
ビ
ス
が
足
り
な
い
と
い
う
相
談

も
聞
い
て
い
な
い
。

問
：
サ
�
ビ
ス
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
は
あ
る
か
。 

答
：
サ
�
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
給
付
費

の
増
加
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
介
護

保
険
料
は
３
年
間
の
計
画
期
間
中
に

ど
れ
だ
け
の
サ
�
ビ
ス
を
提
供
す
る
か

を
見
込
ん
だ
う
え
で
、
額
を
決
め
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
も
サ
�

ビ
ス
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

委員会レポート
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◎
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
5
号
︶

︿
産
業
建
設
部 
建
設
課
﹀

問
：
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
と
し

て
、
耐
震
シ
�
ル
タ
�
設
置
補
助
対
象

に
防
災
ベ
ッ
ド
を
加
え
る
こ
と
は
、
県

の
事
業
で
新
し
く
追
加
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
か
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
実
施

の
時
期
は
。

答
：
県
が
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
耐

震
シ
�
ル
タ
�
を
対
象
に
加
え
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
り
中
央
市
も
新
た
に
加

え
た
。
実
施
時
期
は
今
回
の
補
正
予
算

が
可
決
さ
れ
次
第
、
す
ぐ
に
取
り
組
む
。

委員会レポート

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問
：
市
営
釜
無
団
地
の
敷
地
内
に
あ
る

集
会
所
の
土
地
購
入
の
経
緯
は
。

答
：
市
営
釜
無
団
地
の
集
会
所
は
、
昭

和
50
年
代
に
旧
田
富
町
が
県
か
ら
土
地

を
借
り
て
集
会
所
を
建
設
し
た
。
市
営

釜
無
団
地
と
集
会
所
は
、
今
も
入
居
さ

れ
て
い
る
方
が
使
わ
れ
て
い
る
。
集
会

所
の
土
地
を
今
後
ど
う
扱
っ
て
い
く
か

県
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
市
の
長
寿

命
化
計
画
に
お
い
て
、
将
来
的
に
は
市

営
釜
無
団
地
を
廃
止
す
る
が
、
当
面
の

間
、
集
会
所
は
使
用
し
て
い
く
た
め
、県

か
ら
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
の
件

︿
産
業
建
設
部 

産
業
課
﹀

問
：
シ
ル
ク
工
芸
館
ふ
れ
あ
い
館
等
の

指
定
管
理
期
間
が
４
年
間
か
ら
５
年
間

に
変
わ
っ
た
理
由
は
。 

答
：
現
在
の
総
務
省
の
指
針
で
、
指
定

管
理
期
間
は
施
設
の
性
質
に
合
わ
せ
て

３
年
か
ら
５
年
で
設
け
る
と
あ
る
。
市

で
は
、
中
長
期
的
な
事
業
展
開
を
し

て
効
果
が
出
る
に
は
５
年
が
適
切
と
し

て
、
変
更
し
た
。

問
：
指
定
管
理
者
へ
の
公
募
状
況
は
。 

答
：
１
者
の
み
で
あ
っ
た
。

問
：
指
定
管
理
者
の
公
募
は
、
ホ
�
ム

ペ
�
ジ
以
外
に
も
募
集
し
た
の
か
。 

答
：
募
集
は
市
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
へ
の

掲
載
の
み
で
あ
っ
た
。

問
：
多
く
の
事
業
者
が
応
募
で
き
る
よ

う
な
募
集
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。 

答
：
競
争
性
を
鑑
み
て
現
在
も
模
索
し

て
い
る
。
今
回
は
参
加
申
込
が
１
者
の

み
で
あ
っ
た
が
、
選
定
委
員
が
審
査
基

準
に
基
づ
き
総
合
的
に
審
査
を
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
審
査
内
容
が
不
十
分
で

あ
れ
ば
指
定
管
理
者
に
選
考
で
き
な
い

た
め
、
適
正
な
判
断
の
も
と
に
行
わ
れ

て
い
る
。

問
：
令
和
５
年
度
の
監
査
報
告
で
、﹁
令

和
３
年
度
監
査
よ
り
、
重
要
な
目
標
達

成
値
の
進
捗
状
況
等
、
満
足
す
る
実
績

報
告
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
実
施
方
法

等
を
改
善
す
る
よ
う
提
言
し
て
き
た
﹂

と
あ
る
。
ま
た
、﹁
市
の
今
後
の
発
展
に

も
寄
与
す
る
べ
き
指
定
管
理
者
が
、
合

理
的
な
運
営
と
な
っ
て
な
い
﹂
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。
市
か
ら
し
っ
か
り
と
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
考
え
て

い
る
か
。 

答
：
令
和
６
年
度
の
リ
ニ
�
�
ア
ル
オ

�
プ
ン
は
活
性
化
の
た
め
で
あ
る
。
協

定
書
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
費
用
対
効
果
を
求
め
て
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
昼
間
の
利
用

を
ど
う
活
用
し
て
利
用
者
数
を
増
や
す

か
等
も
検
討
し
て
お
り
、
今
後
も
努
力

は
怠
ら
な
い
よ
う
行
っ
て
い
く
。

問
：
監
査
委
員
か
ら
の
報
告
に
は
合
理

的
で
は
な
い
、
目
標
値
を
上
回
っ
て
な

い
等
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
指
定

管
理
者
公
募
の
選
定
委
員
会
で
報
告
し

議
論
し
た
の
か
。 

答
：
選
定
委
員
会
を
２
回
開
催
し
て
い

る
。
１
回
目
は
令
和
６
年
７
月
に
募
集

要
項
、
選
定
基
準
等
の
内
容
を
審
議
し

た
。
２
回
目
は
同
年
10
月
に
事
業
者
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
�
シ
�
ン
審
査
を
行

い
、
採
点
の
う
え
選
定
し
た
。
今
回
の

監
査
委
員
か
ら
の
提
言
等
は
、
同
年
11

月
に
報
告

さ
れ
て
い

る
た
め
、
こ

の
報
告
に

対
し
て
の

議
論
は
し

て
い
な
い
。

シルクの里公園内中央市与一弓道場

補
助
対
象
に
追
加
さ
れ
た
防
災
ベ
ッ
ド
（
一
例
）
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視察研修受入れ・議会改革推進委員会

議会改革推進委員会

　議会改革推進委員会では、議会の責任や役割を果たすため必要とする議会改革への取り組

みを協議しています。

　今回は「議員定数」と「市民と議会の対話集会」について協議しました。

　議員定数については、議会で長期間議論を重ねてきており、その結果は、現状維持13人、

削減５人（１人削減１人・２人削減２人・４人削減２人）、増員０人となりました。諮った際

の各議員の各意見や理由、また、現在の定数が地域住民の声を十分に反映できる適正な数で

あるとして、議員全員に報告しました。

　市民と議会の対話集会については、議員活動のひとつとして、市民と対話の場を設けて意

見を交わす大切な活動であることから、今後も開催すべきとするとし、日時や場所等につい

ては、今後協議することとなりました。

視察研修受入れ

愛知県碧
へ き な ん

南市議会　福祉健康委員会

　11月20日（水）、愛知県碧南市議会福祉健康委員会の委員８名が視察研修に来庁されました。

　本市議会の井口議長が歓迎のあいさつを行い、福祉部長寿推進課より包括支援センターの

取り組みをはじめ、AIケアプランシステム

「SOIN（そわん）」の概要や活用方法、利用

者やケアマネジャーからの感想などの説明

を行いました。

　碧南市議会福祉健康委員会の委員からは、

実際に活用を行ったメリット、事業の予算や

補助金、今後の課題等についての質問がされ

ました。

議会だよりでは、皆さまから表紙の写真を
募集しています！
奮ってご応募ください。

※詳細は

HP（https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/4245.html）
をご覧いただくか、 事務局 （055-274-8516） までお気軽にお問い合わせください。

中央市議会だより15



議員合同行政視察研修

　「ちょいチャレ応援事業」

は、勝山市の掲げる10年後

のまちの姿「わいわい・わ

くわく・安心安全のまち か

つやま」の実現に向けて、

地域の歴史や特性を市民自

らの認識を深め、市民の自

主的・主体的なまちづくり

へのチャレンジを支援する

事業です。市民の輪を広げ、

絆を深めています。

　「わくわくクラウドファンディングイベ

ント応援事業」は、やりたいことに挑戦で

きるまちを創るための事業です。市民が自

主的・主体的にクラウドファンディングを

活用して取り組む集団的な行事、催し物や

興行など、また勝山市の主要な製造、加工等

を行うものづくりの実施を支援しています。

　両事業は、地域全体の活性化を図るこ

とを目的に行われていると、説明を受け

ました。

１日目は、福井県勝山市役所を訪問し、2つの事業について
研修を行いました。

　ソフト事業こそ「継続は力なり」であり、定着するまで、どのように行政が支援す

れば良いか試行錯誤の繰り返しが必要不可欠で、市民がやりたいことに挑戦できるま

ちを創ることを継続していくことの難しさに気づかされ、中央市においても参考にな

る事例でありました。

合同行政
視察研修
令和6年11月
14日～15日

１日目　令和 6 年 11 月 14 日（木）

場　所…福井県　勝山市

内　容… 「ちょいチャレ応援事業」・

 「わくわくクラウドファンディングイベント応援事業」について

中央市議会だより 16



議員合同行政視察研修

　大人の既成概念ではなく、会議とは違
う「一緒にしゃべって一緒に悩んで一緒
に喜ぶ」ことをモットーに“ゆるい雰囲
気のおしゃべり”の中から新たな施策を
展開していくことが、多世代へ波及して
いき、現在 11 年目を迎え、全国的にも
大変注目されています。
　中央市議会が訪問した際も、広島県福
山市議会と埼玉県八潮市議会との合同
行政視察研修となりました。

「若者が動けば大人が変わる。大人が動けば地域が動く」

　中央市においても若者の市政、政治（まちづくり）への関心は低いと考えられます。
若者の自由な発想により、楽しく素晴らしいまちづくり・ひとづくりが継続されている
と感じました。
　市民が自分の住む地域に関心を持ってもらうことを議会としても考えていかなければ
ならないと、とても意味深い研修となりました。この 2 日間の研修で、それぞれが得た
知見をしっかりと今後の議員活動に生かしていきます。

2 日目は、福井県 江市役所を訪問しました。

　今までまちづくりへの参加が少なかった女子高生を対象にしたチームを結成し、
若者や女性が進んで行政参加を図る新たなモデル都市を目指し、平成 26 年にスター
トした「 江市役所 JK 課プロジェクト」について視察しました。

　 江市では近年、Ｕターン者・まちづくり事業参画者の増加が感じられ、
『女子高生が集まらなくなるときは自分たちが楽しさを見いだせなくなったとき』
であると説明されました。

2 日目　令和 6 年 11 月 15 日（金）

場　所…福井県　 江市

内　容… 「 江市役所ＪＫ課プロジェクト」について

中央市議会だより17



市民 の 談話室

　昨年は総理大臣の交代が起こり、その

後に総選挙が行われました。海外でもア

メリカ大統領選挙をはじめ、各国で選挙

が行われました。選挙イヤーとなった年

でしたが、その影響が直接・間接的に市民生活にも出

てくると思われます。具体的な内容はまだ分からない

部分も多いですが、少しでも市民生活が良くなるよう

な影響であることを願っています。議員としてもアン

テナを高くして対応していきたいところです。

　また、12月議会の前後はかなり寒くなり、風邪やコ

ロナ、インフルエンザなどが流行りました。これから

も、まだまだ寒い日が続くと思います。読者の皆様も

どうぞ体調には気を付けてお過ごしください。

井口　　貢

木下　友貴
内藤　　巧
有泉　　誠　  中沢　美恵
江間　政雄　  田中　輝美

編集
後記

VOL.76
2025.2月

中
央
市
議
会
だ
よ
り

若宮

浅野　梨仁渡辺　幸江

目標としていること

　中学校生活も残り２か月となりました。節目とな

る今年は、幼少期から続けてきた水泳で全国中学校

水泳競技大会に出場し、1500m自由形で５位入賞を

果たすことが出来ました。また、400ｍ自由形では

国民スポーツ大会に出場し、来年度に繋がる泳ぎを

することが出来ました。

　高校での僕の目標は国際大会の派遣標準記録を突

破することと、インターハイの表彰台に立つことで

す。努力があれば夢は叶えるものだと思っていま

す。毎日の練習の積み重ねを大切に着実に歩んでい

きたいと思います。

　中央市出身の平野美宇さんは今や世界で活躍する

素晴らしい卓球選手です。ここまで活躍する背景に

は並大抵ではない努力があったと思います。僕も平

野さんのように名を残せる選手となり、自分に続き

たいと思ってもらえるような泳ぎや記録を残してい

きたいです。

上三條

この地での、今

　上三條で新たに生活をスタートしてから早いも

ので、50年の月日が経ちました。立ち止まって

想い起してみると感慨深いものを憶えます。上三

條地区は人情味に溢れ移住者を温かく迎え入れて

くださる場所でした。娘二人も嫁ぎ５人の孫にも

恵まれ、この地で夫婦共々平穏に年齢を重ねること

が出来、改めて地域のありがたみを感じています。

　コロナ禍の影響も落ち着き介護施設でのボラン

ティア活動も再開し、体の続く限りは頑張ろうと

励んでいます。上三條いきいきサロン、百才体操

には都合のつく限り、みなさんとの交流を深めた

くご近所さんと誘い合って参加しています。百才

体操の始まる前のひとときは井戸端会議で、たわ

いもない会話が弾み笑いの輪が広がっています。

それは、それは、楽しいひとときです。

　「日々是好日」この５文字を胸に毎日を健康に

過ごしていきたいと考えています。

さんさん
あ さ  の 　 　 　  り  ひ とわ た な べ 　 　 ゆ き  え

議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしております。

議会事務局　電話 055-274-8516

　　　　　　　　 gikai@city.chuo.yamanashi.jp
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